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開 発 と 保 全 の 接 点 を 探 る 地 域 経 済 学 習
一第４学年「開発単元」「各地のくらし単元」を例に－
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地 域 の 実 態









































































































段階し て 現象的把握 本 質 的 把 握経 済 面　 ｜　 環 境 面
開発
内容
実 態 理 解
地 域 経 済 の 実
態 の知 識内容
地 域 環 境 の 実
態の知 識内容
手 段 理 解
経 済 開 発 の 方
法 の知識 内容




影 響 理 解
地 域 経 済 の 影
響 の知識内容
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＜表２＞概念的知識習得の類型分析結果
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段　　 階 学　習　 内　容
問題発見 現在の開発 にお ける問 題状況 の設 定
仮　　 説 問題状況 の解決 のための方 法の検討・選定
検　　 証 選んだ方 法による資 料化・ 検証
結　　 論 資料を もとにした自分の考えの明確化
＜表５＞技術習得の分析結果
学習段階 聞き取り 未来予 測 資料活 用 見　学 討　議
問題発見 16 １
仮　　 説 ２ ８ ２
検　　 証 １ ４ ３
結　　 論 １ １ ３
































地域の現状につ い てあ らゆ る面 から
調べさせる。 そ の地 域 の全 体的 な情 報




地域の現状 につい て調 べ る中 で そ の
地域の開発の きっか け とな っ た事 象に
気づき， 開発 の全体 像をつかむ。
③「方 法」の
現 象的把握
開発と保全 の接 点 と な る工 夫 に つい













接点 についての「 なぜ 疑問」 に つい




開発以 前の状態 を調 べ て， 地 域 経済




一つの開発を めぐ って 地 域が 変 動し












論争 問 題 に対 する 判断
の根拠 を 明 らか にす る た
めには「 聞 き取 り」 が有
効であ ることに気づ く。
現在 進行 中 の開 発
につい て資 料 読 み取
り・観 察・ 見 学 など





自分 の 意見 を 根拠づ け
る には， どん な立 場 の人
にどん な こと を質 問 をす
れば いい かを決定 する。
問題 点を 解 決 する
ために， 開 発 が完了
した場合， 影 響を受
ける と思 わ れる人 々
について 話 し合 い，






聞 き取 り の結果 を も と
に， それ ぞれ の立 場 の人
の意見 の 根拠 が明 らか に
な る資 料を 探 し たり 作成
したりす る。
開発 と保 全 のそ れ
ぞれ の問題 点 や利 点
につい て情 報 を収 集
し，そ の情 報 に関 連








いろ いろ な立 場 が反 映
され た資料 を 読 み取 って
未来を予 測 し， 自 分 の考
えを明らか にす る。
今後 の地 域 の開 発
と保全 はど う ある べ
きか地 域活 性化 の情
報を手が かり に， 自





















③　 だれに対 して聞けばいいか考え ー
ることがで きる。
④　 聞き取り のマナ ーについて考え ー
ることができる。
⑤　 聞き取り に必要な物について準 一
備することができる。
‾[⑥　 聞き取 った内容を事実と意見に ー
整理すること ができる。












⑨　 どんなことが論争問題か考える 一 問題発見
ことができる。
未来予 測　　 ⑩　自分の立場を選択することがで 一　 仮説
のし方　　　　 きる。
一命　 根拠となる事実を収集したり作 一　 検証
L
成したりすることができる。
⑩　 事実を もとに今後の傾向性を予, 一　 検証
測することができる。











＜ 図 ５＞ 技 術 内 容 の 構 造
２． 地 域 経 済 学 習 の 授 業 モ デ ル
基 本 的 学 習 過 程 ① は， 接 点 が 存 在 す る 「 各 地 の く ら
し単 元 一沖 縄 －」 を 例 に授 業 モ デ ルを 作 成 し た。 こ の
授 業 モ デ ルで は， 接 点 を 宮 古 島 の 厂地 下 ダ ム」 に し て
い る。 地 下 ダ ム は 従 来 の ダ ム に 比 べ て ， 環 境 に 与 え る
影 響 が 少 な く， 開 発 と 保 全 の両 面 に配 慮 し た 工 夫 と い
え る。 ま た， 水 は す べ て の生 活 ・ 産 業 の基 盤 で あ り，
こ の水 不 足 に沖 縄 は 悩 まさ れ続 け， 暮 ら し を 適 応 さ せ
て き た。 い わ ば， 沖 縄 の歴 史 は，「水 開 発 」 の 歴 史 で
もあ る。
そ こで ， ま ず沖 縄 の 暖 か さ と 降 水 量 の多 さ な ど の 自
然 条 件 に つ い て 概 観 さ せ た あ と， 匚降 水 量 が 多 い の に
水 が 不足 す る」 と い う 矛 盾 に気 づ か せ る。 さ ら に， こ
の疑 問 を 解 決 す る た め に， 地 下 ダ ム に着 目 さ せ る。 今
回 は，「 な ぜ， 地 下 に ダ ム を つ く っ た の か 。」 と い う 開
発 接 点 解 明 型 の な ぜ 疑 問 を 追 求 さ せ る こ と に よ り， 沖
縄 の地 域 経 済 の特 質 に 気 づ か せ て い く 「第 ４時 」 を 載
せ て い る 。 本 時 は ，「 基 本 的 学 習 過 程 ① 」 の ④ と ⑤
匚方 法 」 の本 質 的 把 握 に あ た る部 分 で あ る。（2）




































・か つて大 きな台 風 に襲 われ た
・ 大 き な 川 は な いo
（宮古島では）どのよ うにして水を 得ていたのか。
( 大き な川 がな いこ とや
井 戸水 で はたく さん 運べ
ない こと など， それ ぞれ
の方法 の不 備な点 を 比較




・屋 根か ら落ち る雨 水を貯 め る
・ 井 戸 水 を 使 う。
・ ほら あ な の水 を 使 うｏ
・ 水 が あ る と こ ろか ら 運 ぶo
なぜ地下にダムを建設したのか。
・ 自分 なり の予 想を 立て
発表してみよう。
(地 下 ダム の図を示 し，
地 下 ダム の全体 像 につい
て説明する｡)
( な るべ くた くさん の予
想が 出る よう に理由 は問
わな いで 自由 に発 表させ
る｡)
・ 自分 の予想 があ た って
い るか どう か確か めて み
よ う。
( 資料 を もとに 理由 づけ
を させる。 この 作業 のな
か で環 境 の特質 につ いて
気づかせる｡)
・用 水が引 け ない ので はない か
・ 大 き な ダ ム を つ く る 場 所 が
な い ので はな い か。
・ 雨 が あ ま り 降 ら な い の で は
な い か 。
・ 地 下 に ダ ム を 作 る ほ う が 安
くで きる か らで はな い か。
・ 地 下 に ダ ム を つ く っ た ほ う
が い い こ と が あ る か ら で は な
い かo
・ ダ ム を つ く る の を 反 対 し た
か らで は ない か。
・ 大 き な ダ ム を 建 般 す る 必 要
は なか っ た の で は な い か 。
・ 地 下 水 を た め る た め で は な
い か。
・ 日 照 り が 続 い て 湧 水 だ け で
は足 り な く な っ た か ら で は な
い か
・ 大 き な 川 が な い の で 用 水 は
引 け な い 。
・ 平 ら な 島 だ か ら 大 き な ダ ム
は つ く れ な い 。
・ 地 下 に ダ ム を つ く る の で 立
退 き 料 な ど 費 用 の 節 約 が で き
るｏ
・ 雨 は た く さ ん 降 る が 島 が 水
を 通 し や す い 岩 で で き て い る
の で 川 が 発 達 しな い 。
地下 にダムをつくると，どんないいことがあるか。
( ただ し， 下流 地域 への
影響 や地下 水 の汚染 の問
題など もあ る ことを 知ら
せ， 安 易 な価値 判断 は避
けるo)
(地 下 ダ ムは， 開発 と保
全の接 点 に位置 付 くこと
に気づかせるo)
・地下にダ ムを つ くる と自然 破壊
の心配はない。
・地上のダ ムのよ うに 水没 する地
区がない。
・ ダム決壊な どの災 害 の心配 が な
い。
・壁がある ので塩 水が 侵入 する こ
と はない。
・飲み水など の生 活用 水が確 保 さ
れる。





































賛成・反対 の理由を調べるためにど のような方法を 用い れ
ばいいか。






( 建設 の影響 の予 測 のた
め に聞 くこ とが必 要で あ
ることに気 づかせる｡)
・だれに聞くか。
(多 くの情報 を 得る こと




・一般 の人を 代表 して 親， 近 所の
人などに闘 く。
・彫響を受 ける と思 わ れる商 業関
係者や行政関係 者， 漁 業関 係者，




( 聞 き取り の経 験は十 分
で ない ので 具体 的な所 ま
で指導するo)
( 聞 く内容 につ いて は教
師が点 検 したり 訂正 した
り する｡)
(聞 き取り カ ードを つ く
り， 話し 合い の結果 や聞
き取 り の結 果を 書 き込 め
るようにしておく｡)
・闘 き取 ると きに はどん
な こと に気 を つけ たら い
いかo
(理 由 に着目 させ るこ と
で資 料 に基づ い た判 断 の
必要性に気づかせる｡)
・賛 成 派， 反対 派 それ ぞ
れ の グループ に わかれ て
聞き取りの準備をしよう
・聞く相手 の立 場 は賛成 か反 対か
聞く。
・賛成反対 の理由について聞く
・賛成派は観光 客 が増加 し特 産品
などの販売 によ っ て商業 活動 が活
発になることに 関す る情報 や， 益
田市の産業が 停滞 してい る こと に
関する情報を 収集 する ことを 目 的
とする。
・反対派は建 設 によ って自 然が 破
壊されたり 水が汚 れ たりす る こと
の危険性に 関す る情報を 収 集 する
ことを目的とする。
・賛成，反対 の理 由 につい てで き
るだけ詳しく聞くＯ
・ その人の 理由を 証 明で きる資 料
や情報 はないか確認する。
・理由を証 明で きる資 料が な い場
合はど うして調べたらいい か聞 くＯ
・目的とな る情報 が 得ら れない 場
合は自分だ ちか ら問 いか けて情 報
収集を行うＯ




籍　1991. 3. pp.33-45 を参考にし た。
２）３）全時間の指導細案については，岡本昌浩「開
発と保全の接点を探る地域経済学習」兵庫教育大学
大学院修士論文(1993 年度）を参照されたい。
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